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1990 年 2000 年 2010 年 2019 年
浜松市 179 126 82 60
磐田市 30 24 17 14
掛川市 25 19 12 8
袋井市 14 13 7 5
湖西市 14 11 7 6
御前崎市 5 5 4 0
菊川市 9 4 2 2
森町 3 2 2 1
静岡市 193 131 78 60
島田市 20 18 13 8
焼津市 24 20 12 9
藤枝市 29 27 17 10
牧之原市 9 7 7 6
吉田町 4 1 1 1
川根本町 5 4 4 1
沼津市 39 27 19 12
熱海市 8 5 4 2
三島市 36 20 12 5
富士宮市 29 22 16 14
伊東市 25 23 15 10
富士市 41 40 26 20
御殿場市 13 17 9 9
裾野市 6 7 4 2
伊豆市 6 5 3 2
伊豆の国市 8 7 5 4
函南町 2 2 3 2
清水町 8 6 4 3
長泉町 4 2 2 2
小山町 6 5 1 1
下田市 6 6 3 3
東伊豆町 5 5 3 1
河津町 3 1 1 0
南伊豆町 2 1 1 1
松崎町 1 1 2 2
西伊豆町 2 1 0 0





















































































































































東区 西区 南区 中区 浜北区 天竜区 合計
1990 年 27 16 12 81 23 2 179
2000 年 22  9 13 50 14 3 126
2010 年 12 10  9 30  9 4  82
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1990年 33 16 48.5％
2000年 32 20 62.5％
2010年 27 20 74.1％



















































第Ⅰ期 89 38 42.7％ 4.4％  9.8
第Ⅱ期 62 27 43.5％ 3.5％ 12.5
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1km以内 1 km～3km 3km以上
2000年 126 2 12 36
2010年  82 2  5 17
2019年  60 2  3 11
2000年～2019年
までの変化率
-52.4％ 0.0％ -75.0％ -69.4％
資料：タウンページ （各年版）、i タウンページ
図14　イオンモール浜松市野店周辺の商業立地
57―　　―
チェーン店の周辺には消滅した単独店が多く
立地していたことから、チェーン店は単独店を
消滅に追い込んでいると明言できる。
チェーン店においては、近年、郊外テナント
店が台頭している。郊外テナント店が入店する
イオンモール浜松市野店を事例に、その開業前
後の書店の変化をみると、開業後、明らかに周
辺で書店が減少していた。しかし、その影響が
直接的にあらわれるのは 1km以上離れた地域
であった。一方、1km以内の地域では書店の
数に変化はみられなかった。これは、ショッピ
ングモールの高い集客力による商業集積の恩恵
を受けたためだと考えられる。
とはいえ、この研究はあくまで静岡県のみを
対象に分析したものであり、他の都道府県でも
同様の分析が必要だといえる。またⅣ章で挙げ
た、郊外テナント店の「ついで購入」の実態に
は研究の余地がある。これらは今後の研究課題
である。
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舗数は年々減少傾向にあった。そのなかでも単
独店の減少は著しいものであった。書店が減少
している地域は、静岡市や浜松市といった書店
の集積地であった。
静岡県における書店は全体の約50％が駅周
辺の地域に立地していた。これを面積割合とか
ら算出した立地係数で表すと各年とも6.0を超
えている。また単独店は駅周辺では残存する確
率が高い。これは郊外では単独店が消滅しやす
いことの裏返しで、これには雑誌書籍小売業界
における再販制度と委託返品制度が関係する。
これら制度から、品揃えを豊富化できる規模の
大きな店ほど営業に有利となる。実際に、その
資本力から大規模店舗を展開できるチェーン店
では広い売場面積を求めた郊外化が進んでい
る。それが郊外の単独店を廃業に追い込んでい
ると考えられる。
浜松市においても書店は、中区などの人口の
多い地域に集積していた。しかし、こちらも静
岡県と同様に店舗数は減少傾向にあった。その
なかで単独店の減少は著しいものであった。書
店が減少しているのは、中区などの集積地でこ
そであった。
浜松市における書店も駅周辺での立地が目立
ち、駅周辺に立地する単独店ほど残存しやすい
傾向にあった。これも前述の通り、チェーン店
が広い売場面積を求めて郊外に進出したことの
裏返しと考えられる。実際、浜松市においても
チェーン店の郊外化が確認できた。
